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顕

正

一

新
羅
の
国
、
第
三
十

一
代
神
文
王
、
第
三
十
二
代
文
武
王
の
命
に
よ

り
、
国
師

・
国
老
と
し
て
仏
教
学
界
に
活
躍

し
た
憬
興
師

に

つ
い
て

は
、
そ
の
伝
記
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
高
麗
麟
角
寺

一
然
の
撰
で

(1
)

あ
る

『
三
国
遺
事
』
巻
第
五

「感
通
第
七
」
の
条
下
に
、
「
憬
興
遇
聖
」

と
掲
げ
て
伝
記
の

一
端
が
記
さ
れ
て
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
年
十
八

歳
で
出
家

し
、
神
文
元
年

(
186
)
に
国
師

・
国
老
と
な
り
三
郎
寺
に
住

し
た
等
と
記
さ
れ
て
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
神
文
元
年
は
唐
の
開
耀
元
年

(186
)
に
あ
た
り
、
開
耀
元
年
は
永
隆
二
年
に
改
元
さ
れ
た
年
号
で
あ

る
。よ

つ
て
、
憬
興
師
の
出
世
年
代
は
、
階

(
5
8
9
-
6
1
8
)

滅
亡
し
、
唐
朝

成
立
(916
)
の
時
期

の
前
後
、

六
二
〇
年
頃
か
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、

国
師
.
国
老
と
な
ら
れ
た
の
は
六
八

一
年
で
あ
る
か
ら
、

六
十
歳
頃
と

お
も
わ
れ
る
。
寂
時
は
不
詳
で
あ
る
。

新
羅
の
半
島
統

一
ま
で
の
経
過
は
、
ま
ず
唐

・
新
羅
の
連
合
に
よ
り

百
済
を
滅

ぼ
し

(
6
6
0
-

(
6
6
3
)
)
、

つ
い
で
高
句
麗
の
滅
亡
(
6
6
8
)
、

百
済
の
全

部
と
高
旬
麗

の
南
半
を
併
合
し
て
、
事
実
上
の
半
島
統

一
は
六
七
六
年

の
こ
と
で
あ
つ
先
。
よ
つ
て
新
羅
の
半
島
を
統

一
的
に
支

配
し
た

の

は
、
六
六
八
年
か
ら
九
三
五
年
に
至
る
約
二
七
〇
年
間
で
あ
つ
た
。

こ

の
支
配
期
間
は
、
唐

(
6
1
9
-
9
0
7
)

が
、
ほ
ぼ
大
陸
を
支
配
し
た
時
期
に

相
当
す
る
。

こ
の
問
、
新
羅
は
年

々
使
節
を
唐
に
送
り
、
留
学
生

・
留

学
僧
を
唐
に
派
遣
し
て
、
唐
文
化
、
と
く
に
仏
教
文
化
を
は
じ
め
、
各

種
の
制
度
文
物
の
吸
収
に
つ
と
め
た
の
で
あ

つ
た
。

以
上
の
こ
と
を
考
察
す
る
に
、
憬
興
師
は
新
羅
文
化
の
極
盛
期
に
活

(2
)

躍
し
た
仏
教
学
界

の
巨
匠
で
あ
る
か
ら
、
い
ま
は
、
そ
の
名
著

『
無
量

(
3
)

寿
経
連
義
述
文
賛
』
や

『
三
弥
勒
経
疏
』
等
に
よ

つ
て
、
唐
仏
教
と
の

交
渉
面
を
探
究
し
て
行
き
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

二

憬
興
師
と
同
時
代
の
人
を
検
す
る
に
、
玄
弊
三
蔵
(
6
0
2
-
6
6
4
)
、

道
宣

律
師
(
5
9
6
-
6
6
7
)
、

賢
首
大
師
法
蔵

(
6
4
3
-
)
、

善
導
大
師

(
6
1
3
-
6
8
1
)
、

慈
恩
大
師
窺
基

(
-
6
8
2
)
、

慈
慰
三
蔵
慧
日

(
6
8
0
-
7
4
8
)
、

新
羅
元
暁
師

(
6
1
7
-
6
8
6
)
、

法
位

・
玄

一
師
等
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
法
位

・
玄
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一
師
に
つ
い
て
は
、
『
述
文
賛
』
に
よ
る
と
、
「玄
公
云
」
、
「
位
法
師
云
」

と
い
つ
て
、
両
師
の
説
を
出
し
て
あ
る
に
よ
つ
て
、
憬
興
師
と
同
時
代

の
人
で
あ

る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

憬
興
師

の
著
書
『
三
弥
勒
経
疏
』
に
よ
れ
ば
、
「
玄
舞
三
蔵
云
」
、
「舞

法
師
云
」
と
い
つ
て
四
、
五
回
出
し
、
同
じ
く
玄
弊
の
弟
子
で
法
相
宗

の
大
成
者
慈
恩
大
師
窺
基
を
ば
十

一
回
の
多
き
に
わ
た
つ
て
そ
の
学
説

を
引
用
さ
れ
て
あ
る
。

ま
た
、
『
三
弥
勒
経
疏
』
に
よ
れ
ば
、
「唐
世
諸
師
云
」
と
い
つ
て
あ

る
か
ら
、

豊
富
な
唐
仏
教
文
化
と
交
流
し
つ
つ
、
新
羅
仏
教
界
に
活
動

せ
し
こ
と
は
自
明

の
こ
と
で
あ
る
。

三

『
無
量
寿
経
連
義
述
文
賛
』
所
引
の
経
典
や
論
の
中
、
は
じ
め
に
唐

訳
の
経
典

と
論
を
挙
げ
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

 
称
讃
浄
土
経

(唐

・
玄
弊
訳
)
、仁
王
般
若
経

(唐
・
地
婆
詞
羅
訳
)
、
仏

地
経
(唐

・
玄
弊
訳
)
、華
厳
経

地
経
(唐

・
玄
弊
訳
)
、華
厳
経

(四
十

巻
本
-
唐

・
般
若
訳

川
十
巻
本
-
唐

・
実
叉
難
陀
訳

)、

大
乗
密
厳
経

(唐
・
地
婆
詞
羅
訳
)
、法
住
記

(唐

・
玄
弊
訳
、
六
五
四
年
訳
、
玄
弊
入
滅
十

年
前
の
訳
)等
で
あ
る
。

論
に
つ
い
て
は
、
仏
地
論
(
仏
地
経
論
)
、
唯
識
論
(成
唯
識
論
)
、
喩
伽

論

(喩
伽
師
地
論
)
、
以
上
い
ず
れ
も
唐
の
玄
弊
訳
で
あ
り
、
そ

の
他
、

唐
の
懐
感

撰
の
釈
浄
土
群
疑
論
が
引
用
さ
れ
て
あ
る
。

そ
の
他
、
浄
伝
(南
海
寄
帰
伝

・
唐
義
浄
撰
)
、
周
礼

(経
書
の
名

・
唐
の

大
学
博
士
質
公
彦
の
著
)
、
玉
篇
(唐
時
代
に
改
捌
)
等
を
挙
げ
る

こ
と
が
で

き
る
。

次
に
、
『
三
弥
勒
経
疏
』
に
よ
れ
ば
、
般
若
経
(大
般
若
波
羅
蜜
多
経
)
、

七
仏
経

(受
持
七
仏
名
号
所
生
功
徳
経
)
、
称
讃
浄
土
経

(称
讃
浄
土
仏
摂
受

経
)
、
以
上
い
ず
れ
も
唐
の
玄
舞
訳
を
引
用
し
、
ま
た
、
唐

の
般
刺
蜜

帝
訳
で
あ
る
首
樗
厳
経

(大
仏
頂
如
来
密
因
修
証
了
義
諸
菩
薩
万
行
首
樗
厳

経
)
を
引
用
し
て
あ
る
。

(
4
)

次
に
、
憬
興
師
の
著

『
観
経
疏
』
に
よ
れ
ば
、
竜
樹
菩
薩
の
十
二
礼

を
引
用
し
て
あ
る
が
、

そ
の
十
二
礼
は
、
唐
の
迦
才
の
著
書
『
浄
土
論
』

中
の
十
二
礼
の
文
で
あ
る
。

な
お
、

こ
こ
に
注
意
べ
き
こ
と
は
、
以
上
の
憬
興
師
の
著
述
に
、
唐

の
菩
提
流
志
(覚
愛
)
訳
の

『
無
量
寿
如
来
会
』

(
7
0
6
-
7
1
3

頃
の
訳
出
)
が

引
用
さ
れ
て
な
い
か
ら
、
寂
時
は
不
詳
で
は
あ
る
が
、
少
く
と
も
憬
興

師
は
七
十
歳
頃

(196
)

か
八
十
歳
頃

(川
)

ま
で
は
活
躍
さ
れ
た
か
と

想
わ
れ
る
。

ま
た
、
玄
弊
訳
等
を
多
く
引
用
さ
れ
て
あ
る
面
よ
り
考
察
す
る
な
ら

ば
、
憬
興
師
の
教
学
は
法
相
宗
系
に
属
し
な
が
ら
も
、
浄
土
教
学
の
思

想
考
究
に
つ
く
さ
れ
た
こ
と
は
、
無
量
寿
経
の
註
釈
書
と
し
て
有
名
な

『
無
量
寿
経
連
義
述
文
賛
』
の
著
述
を
解
明
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
自

ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。

四

憬
興
師
は
、
『無
量
寿
経
連
義
述
文
賛
』
に
お
い
て
、
竺
法
護
訳

の

無
量
寿
経
の
正
宗
分
の
大
科
を
分
節
し
て
、
そ

の
中
を
六
節
に
分
け
、

憬
興
師
と
唐
仏
教
の
交
渉

(渡

辺
)
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憬
興
師
と
唐
仏
教
の
交
渉

(渡

辺
)

そ
の
第
六
を

「如
来
広
説
」
と
し
、
そ
の
中
を
、

さ
ら

に
二
節
に
分

け
、
「の
広
説
如
来
浄
土
因
果
即
所
行
所
成
也
、
口
広
顕
衆

生
往
生
因

果
即
所
摂
所
益
也
」
と
記
し
て
あ
る
。

て
の
二
節
の
科
段
の
名
目
に
つ
い
て
探
究
す
る
な
ら
ば
、

「如
来
浄

土
因
果
、
衆
生
往
生
因
果
」
等
の
造
語
は
、
嘉
祥
寺
吉
蔵
師

(
5
4
9
-
6
2
5

(
6
2
3
)
)

の

『
無
量
寿
経
義
疏
』
、
元
暁
師

(
6
1
7
-
6
8
6
)

の

『
両
巻
無
量
寿

経
宗
要
』

の
科
段
の
名
目
を
承
け
ら
れ
た
も

の
で
あ

ろ
う

と
思
わ
れ

(5
)

る
。
す
な
わ
ち
、
吉
蔵
師
の
科
段
に
よ
れ
ば
、

『
此
経
宗
致
凡
有
二
例

一
者
法
蔵
修
因
感
浄
土
果
 
二
者
勧
物
修
因
牲
生
彼
土
(
果
)
」
と
い
い
、

元
暁
師
の
科
段
に
よ
れ
ば
、

「
(
6
)

第
二
簡
宗
致
者
 
此
経
正
以
浄
土
因
果

為
其
宗
体
 
摂
物
往
生
以
為
意
致
」
等
と
あ
る
に
よ
つ
て
知
ら
れ
る
。

ま
た
、

「所
行
所
成
 
所
摂
所
益
」
の
名
目
は
、
浄
影
寺
慧
遠
師

(
5
2
3

(7
)

-
5
9
2
)
の
著
書

『
無
量
寿
経
義
疏
』
の
科
段
の
中
の
造
語
で
あ
る

「所

行
所
成
、

所
摂
教
化
利
益

(所
益
)
」
の
名
目
を
承
け
ら
れ
た
も
の
で
あ

ろ
う
と
お
も
わ
れ
る
。
こ
こ
に
、
階
末
唐
初
の
無
量
寿
経
を
註
釈
す
る

(
8
)

吉
蔵
師
、

元
暁
師
、
慧
遠
師
の
三
家
の
大
科
を
会
合
し
て
、
以
つ
て
憬

興
師
自
身
、

一
経
の
正
宗
分
の
大
科
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

五

憬
興
師

は
、
『無
量
寿
経
』
流
通
分
の

「
当
来
之
世
経
道
滅

尽
 
我

以
慈
悲
哀
敗
心
 
特
留
此
経
止
住
百
歳
 
其
有
衆
生
値
斯
経
者
 
随
意
所

願
皆
可
得
度
」
の
経
文
を
ば
、
「
歎
二経
普
済
こ
と
分
科
し
て
、
「
有
説
」

と
い
つ
て
地
論
宗
系
の
浄
影
寺
慧
遠
師

(
5
2
3
-
5
9
2
)

の

『
無
量
寿
経
義

疏
』
の
説
を
引
用
し
て
、
こ
れ
を
批
判
し
、
「此
恐
不
レ
然
」
と
い
つ
て
、

(9
)

唐
の
玄
鼻
訳
の

『
法
住
記
』
の
説
を
あ
げ
末
法
思
想
観
を
述
べ
て
あ
る
。

法
住
記
は
難
提
蜜
多
羅

(唐
言
二慶
友

一
)す
な
わ
ち
慶
友
尊
者
が
仏
説

を
伝
え
て
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

(
10
)

お
も
う
に
、
浄
影
寺
慧
遠
師

の
説

(正
法
五
百
年
像
法
千
年
末
法
万
年

…
)
も
経
説

(大
方
等
大
集
経
月
蔵
分
第
十
二
法
滅
尽
品
、
摩
詞
摩
耶
経
(
下
)

等
)
に
基
づ
く
妥
当
な
説
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

憬
興
師
は
何
故
に
法

住

記
に
よ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
は
、
善
導
の
高

弟
で
、
し
か
も
法
相
教
学
の
師
た
る
唐
の
千
福
寺
憾
感

(唐
の
高
宗
・
中

(11
)

宗
の
頃
)

の
説
を
承
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

『釈
浄

土

群
疑
論
』
巻
三
に
よ
れ
ば
、

二
説
を
並
用
し
て
あ
る
。
憬
興
師
は
、

こ

れ
ら
両
説
の
中
、
と
く
に
慶
友
尊
者
の

『
法
住
記
』
を
引
用
し
て
、
刀

兵
劫
の
相
を
説
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

1
 
大
正
蔵
経
第
四
十
九
巻
所
収

2
 
大
正
蔵
経
第
三
十
七
巻
所
収

3
 
大
正
蔵
経
第
三
十
八
巻
所
収

4
 
拙
者

『
新
羅
・
憬
興
師
述
文
賛
の
研
究
』
第
五
章
観
経
疏
復
元
本
参
照

5
 
大
正
蔵
経
第
三
十
七
巻

一
一
六
頁
的

6
 
大
正
蔵
経
第
三
十
七
巻

一
二
五
頁
的

7
 
大
正
蔵
経
第
三
十
七
巻

一
〇
〇
頁
的
-

一
〇

一
頁
の
参
照

8
 

元
暁
著

『
仏
説
阿
弥
陀
経
疏
』

の
撰
号
「
唐
海
東
新
羅
国
沙
門
元
暁
述
」

(第
三
十
七
巻

大

正
蔵
経
)

9
 
大
正
蔵
経
第
四
十
九
巻
所
収
。
具
名

(大
阿
羅
漢
難
提
蜜
多
羅
所
説
法

住
記
)

10
 
大
正
蔵
経
第
三
十
七
巻

一
一
六
頁
(上
)

11
 
浄
土
宗
全
書
因
四
四
頁
-
四
五
頁
参
照

(清
水
ケ
丘
高
等
学
校
教
諭
)

-334-


